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【部門区分】第６部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月17日(2011.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ転送システムであって：
　前記システムは、サーバと、各々が前記サーバのクライアントとしてまたピアツーピア
装置として動作可能な複数の装置とを有し；
　前記サーバは：
　前記複数の装置に対して、それらの装置がピアグループを形成することを通知する通知
機構と；
　そのような通知が行なわれると、データをそれぞれの装置に送信するクライアント／サ
ーバデータ送信器と；
を有し；
　各装置は：
　前記サーバからそれぞれのデータを受信するクライアント／サーバデータ受信器と；
　前記サーバから受信したそれぞれのデータを１台あるいはそれ以上のピアに送信し、ま
た１台あるいはそれ以上のピアから前記サーバによってそれらのピアに送信されたそれぞ
れのデータを受信する、ピアツーピア通信器と；
を有する、データ転送システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のデータ転送システムであって、前記サーバから受信したそれぞれのデ
ータが前記ピアグループ全体として補完的であることを特徴とするデータ転送システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のデータ転送システムであって、前記サーバから受信したそれぞれのデ
ータが前記ピアグループ全体としては重複的であり、従ってデータの少なくともあるもの
は前記サーバによって２台あるいはそれ以上の装置へと送信される、ことを特徴とするデ
ータ転送システム。
【請求項４】
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　請求項１から３のいずれか１項に記載のデータ転送システムであって、前記サーバから
受信したそれぞれのデータはメディアストリームを表わすデータを含む、ことを特徴とす
るデータ転送システム。
【請求項５】
　請求項４に記載のデータ転送システムであって、前記それぞれのデータが隣接しないビ
デオフレームを含む、ことを特徴とするデータ転送システム。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のデータ転送システムであって：
　ピアツーピア伝送速度検出器と；
　データ割当器と；
　を有し、
　前記サーバからのデータの１つあるいはそれ以上のクライアントへの割当てがそれぞれ
のピアツーピア伝送速度に対応したものである、
ことを特徴とするデータ転送システム。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のデータ転送システムであって、前記装置がオン
ライン仮想環境の１つあるいはそれ以上のインスタンスに接続され、またそのオンライン
仮想環境においてアバターによって表わされている、ことを特徴とするデータ転送システ
ム。
【請求項８】
　請求項７に記載のデータ転送システムであって、前記サーバは前記オンライン仮想環境
における前記装置のアバターの行動に応じて、装置を前記サーバによるピアグループのメ
ンバーとして選択することができる、ことを特徴とするデータ転送システム。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載のデータ転送システムであって、次のリスト、すなわち
、
　ｉ．装置のアバターの位置が、前記オンライン仮想環境における仮想オブジェクトに関
連した領域内にあること；
　ｉｉ．アバターの向きによってもたらされる前記オンライン仮想環境内での視点；
　ｉｉｉ．装置のアバターの位置が前記オンライン仮想環境における領域内にあること；
　ｉｖ．装置のアバターと仮想オブジェクトとのやりとり；
　ｖ．装置のアバターと他のアバターとのやりとり；
から選択した１つあるいはそれ以上の基準に従って、前記サーバによるピアグループのメ
ンバーとしての装置が選択される、ことを特徴とするデータ転送システム。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載のデータ転送システムであって、各クライアント
装置がゲーム機であることを特徴とするデータ転送システム。
【請求項１１】
　サーバであって、
　複数の装置に対して、それらの装置がピアグループを形成することを通知する通知機構
と；
　そのような通知が行なわれると、データをそれぞれの装置に送信するクライアント／サ
ーバデータ送信器と；
を有するサーバ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のサーバであって、
　ピア装置伝送速度モニタと；
　クライアント／サーバデータ送信調節器と；
を有し、
　データは前記ピアグループ内のクライアントに対してクライアントの伝送速度に応じて
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配分される、ことを特徴とするサーバ。
【請求項１３】
　請求項１１または請求項１２に記載のサーバであって、仮想環境の複数のインスタンス
のホストとなることができることを特徴とするサーバ。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のサーバであって、装置に対応するアバターの前記仮想環境のインス
タンスにおける行動に応じて、その装置が前記サーバの他のクライアントを含むピアグル
ープのメンバーになることをその装置に通知することができることを特徴とするサーバ。
【請求項１５】
　クライアント／サーバ通信システムにおけるクライアントとして動作可能な装置であっ
て：
　サーバからデータを受信するクライアント／サーバデータ受信器と；
　前記サーバから受信したデータを１台あるいはそれ以上のピアに送信し、また前記サー
バによってそれぞれに送信されたデータを１台あるいはそれ以上のピア装置から受信する
、ピアツーピア通信器と；
を有し、
　前記装置はまた、それが前記サーバの他のクライアントを含むピアグループを形成する
という通知をサーバから受信し、また前記サーバから前記グループに送信されたデータを
配信することができる、
ことを特徴とする装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の装置であって、
　仮想環境レンダリング器を有し、
　前記装置は、オンラインサーバによりホストされる仮想環境のインスタンスに接続する
ことができる、
ことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　請求項１５または請求項１６に記載の装置であって、データ伝送速度情報を前記サーバ
に送り返すピアツーピアデータ伝送速度フィードバック機構を有することを特徴とする装
置。
【請求項１８】
　請求項１５ないし請求項１７のいずれか１項に記載の装置であって、ゲーム機であるこ
とを特徴とする装置。
【請求項１９】
　データ転送システムであって：
　サーバと；
　それぞれが前記サーバのクライアントとしてまたピアツーピア装置として動作可能でピ
アツーピアグループを形成できる複数の装置と；
を有し、
　前記サーバは：
　クライアント装置としての役割をする更に別の装置からデータに対する要求を受信する
要求受信器と；
　前記複数の装置と前記更に別の装置に対して、それらがピアグループを形成することを
通知する通知機構と；
　データを前記更に別の装置に送信するクライアント／サーバデータ伝送器と；
を有し、
　前記更に別の装置は：
　前記サーバからデータを受信するクライアント／サーバデータ受信器と；
　ピアグループ内の１台あるいはそれ以上のピアからデータを受信するピアツーピア通信
器と；
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を有し、
　前記サーバおよび１台あるいはそれ以上のピアは、補完的な仕方で並行的に前記要求さ
れたデータを前記更に別の装置がデータの完全なセットを獲得するまで前記更に別の装置
に伝送するように構成されており、前記更に別の装置が前記サーバおよび前記１台あるい
はそれ以上のピアから受信するデータのそれぞれの部分は、それぞれのデータ転送速度の
帰結である、
データ転送システム。
【請求項２０】
　サーバと複数のクライアント装置間のデータ伝送方法であって、
　サーバが複数のクライアント装置に対して、それらがクライアント装置からなるピアグ
ループを形成することを通知するステップと；
　前記サーバが第１のクライアント装置にデータを伝送するステップと；
　前記第１のクライアント装置が、自分が前記サーバから受信したデータを前記ピアグル
ープ内の他のクライアント装置にピアツーピア方式で伝送するステップと；
　前記第１のクライアント装置が、前記ピアグループ内の他のクライアント装置から、前
記ピアグループ内の各クライアント装置がそれぞれ前記サーバから受信したデータを、ピ
アツーピア方式でそれぞれ受信するステップと；
を有するデータ伝送方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のデータ伝送方法であって、前記サーバから受信したそれぞれのデー
タが前記ピアグループ全体として補完的である、ことを特徴とするデータ転送方法。
【請求項２２】
　請求項２０に記載のデータ伝送方法であって、前記サーバから受信したそれぞれのデー
タが前記ピアグループ全体としては重複的であり、従ってデータの少なくともあるものは
前記サーバによって２台あるいはそれ以上の装置へと送信される、ことを特徴とするデー
タ伝送方法。
【請求項２３】
　請求項２０ないし請求項２２のいずれか１項に記載のデータ伝送方法であって、前記サ
ーバから受信したそれぞれのデータがメディアストリームを表わすデータを含む、ことを
特徴とするデータ伝送方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のデータ伝送方法であって、前記それぞれのデータが隣接しないビデ
オフレームを含む、ことを特徴とするデータ伝送方法。
【請求項２５】
　請求項２０ないし請求項２４のいずれか１項に記載のデータ伝送方法であって、
　前記サーバからのデータを１台あるいはそれ以上のクライアントへそれぞれのピアツー
ピア伝送速度に応じて配分されるステップ、
を有することを特徴とするデータ伝送方法。
【請求項２６】
　請求項２０ないし請求項２５のいずれか１項に記載のデータ伝送方法であって、
　クライアント装置を、オンライン仮想環境の１つあるいはそれ以上のインスタンスにそ
れぞれ接続するステップと；
　前記装置を前記オンライン仮想環境の各それぞれの前記インスタンスにおいてアバター
によって表わすステップと；
を有することを特徴とするデータ伝送方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のデータ伝送であって、
　前記サーバが、装置のアバターの前記オンライン仮想環境における行動に応じて、ピア
グループのメンバーとして装置を選択するステップ、
を有することを特徴とするデータ伝送方法。



(5) JP 2010-529547 A5 2011.7.7

【請求項２８】
　請求項２６または請求項２７に記載のデータ伝送方法であって、
　前記サーバが、次のリスト、すなわち、
　ｉ．装置のアバターの位置が、前記オンライン仮想環境における仮想オブジェクトに関
連した領域内にあること；
　ｉｉ．アバターの向きによってもたらされる前記オンライン仮想環境内での視点；
　ｉｉｉ．装置のアバターの位置が前記オンライン仮想環境における領域内にあること；
　ｉｖ．装置のアバターと仮想オブジェクトとのやりとり；
　ｖ．装置のアバターと他のアバターとのやりとり；
から選択した１つあるいはそれ以上に対応する、前記仮想環境における、装置のアバター
の行動に従って、ピアグループのメンバーとしてクライアント装置を選択することを特徴
とするデータ伝送方法。
【請求項２９】
　サーバおよびピアグループを形成する複数の装置から更に別の装置に対してデータを伝
送するデータ伝送方法であって、
　前記サーバが前記更に別の装置からデータに対する要求を受信するステップと；
　前記サーバが前記複数の装置および前記更に別の装置に対してそれらがピアグループを
形成することを通知するステップと；
　前記サーバが前記更に別の装置にデータを伝送するステップと；
　前記ピアグループの１台あるいはそれ以上の他の装置が前記更に別の装置に対して前記
データを伝送するようにとの要求を受信するステップと；
　前記ピアグループの１台あるいはそれ以上の他の装置が前記更に別の装置にデータを伝
送するステップと；
を有し、
　前記サーバと前記ピアグループの１台あるいはそれ以上の他の装置とが補完的な仕方で
並行的に前記データを前記更に別の装置がデータの完全なセットを獲得するまで前記更に
別の装置に伝送し、前記更に別の装置が前記サーバおよび前記ピアグループの前記１台あ
るいはそれ以上の他の装置から受信するデータのそれぞれの部分は、それぞれデータ転送
速度の帰結である、
データ伝送方法。
【請求項３０】
　請求項２０から２９のいずれか１項のデータ転送方法をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【請求項３１】
　請求項３０に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の第１の側面によれば、データ転送システムは、サーバと、各々が前記サーバの
クライアントとしてまたピアツーピア装置として動作可能な複数の装置とを有する。前記
サーバは、前記複数の装置に対して、それらの装置がピアグループを形成することを通知
する通知手段と、そのような通知が行なわれるとデータをそれぞれの装置に送信するクラ
イアント／サーバデータ送信手段とを有する。各装置は、前記サーバからそれぞれのデー
タを受信するクライアント／サーバデータ受信手段と、前記サーバから受信したそれぞれ
のデータを１台あるいはそれ以上のピアに送信し、また１台あるいはそれ以上のピアから
前記サーバによってそれらのピアに送信されたそれぞれのデータを受信する、ピアツーピ
ア通信手段とを有する。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の他の側面によれば、データ伝送方法が提供され、そのデータ転送方法は、サー
バと複数のクライアント装置間のデータ伝送方法であって、サーバが複数のクライアント
装置に対して、それらがクライアント装置からなるピアグループを形成することを通知す
るステップと、前記サーバが第１のクライアント装置にデータを伝送するステップと、前
記第１のクライアント装置が、自分が前記サーバから受信したデータを前記ピアグループ
内の他のクライアント装置にピアツーピア方式で伝送するステップと、前記第１のクライ
アント装置が、前記ピアグループ内の他のクライアント装置から、前記ピアグループ内の
各クライアント装置がそれぞれ前記サーバから受信したデータを、ピアツーピア方式でそ
れぞれ受信するステップと、を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の他の側面によれば、データ転送システムは、サーバと、それぞれが前記サーバ
のクライアントとしてまたピアツーピア装置として動作可能でピアツーピアグループを形
成できる複数の装置とを有する。前記サーバは、クライアント装置としての役割をする更
に別の装置からデータに対する要求を受信する要求受信器と、前記複数の装置と前記更に
別の装置に対して、それらがピアグループを形成することを通知する通知機構と、データ
を前記更に別の装置に送信するクライアント／サーバデータ伝送器とを有する。前記更に
別の装置は、前記サーバからデータを受信するクライアント／サーバデータ受信器と、ピ
アグループ内の１台あるいはそれ以上のピアからデータを受信するピアツーピア通信器と
を有する。前記サーバおよび１台あるいはそれ以上のピアは、補完的な仕方で並行的に前
記要求されたデータを前記更に別の装置がデータの完全なセットを獲得するまで前記更に
別の装置に伝送するように構成されており、前記更に別の装置が前記サーバおよび前記１
台あるいはそれ以上のピアから受信するデータのそれぞれの部分は、それぞれのデータ転
送速度の帰結である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の他の側面によれば、データ伝送方法が提供され、そのデータ転送方法は、サー
バおよびピアグループを形成する複数の装置から更に別の装置に対してデータを伝送する
データ伝送方法であって、前記サーバが前記更に別の装置からデータに対する要求を受信
するステップと、前記サーバが前記複数の装置および前記更に別の装置に対してそれらが
ピアグループを形成することを通知するステップと、前記サーバが前記更に別の装置にデ
ータを伝送するステップと、前記ピアグループの１台あるいはそれ以上の他の装置が前記
更に別の装置に対して前記データを伝送するようにとの要求を受信するステップと、前記
ピアグループの１台あるいはそれ以上の他の装置が前記更に別の装置にデータを伝送する
ステップとを有し、前記サーバと前記ピアグループの１台あるいはそれ以上の他の装置と
が補完的な仕方で並行的に前記データを前記更に別の装置がデータの完全なセットを獲得



(7) JP 2010-529547 A5 2011.7.7

するまで前記更に別の装置に伝送し、前記更に別の装置が前記サーバおよび前記ピアグル
ープの前記１台あるいはそれ以上の他の装置から受信するデータのそれぞれの部分は、そ
れぞれデータ転送速度の帰結である。
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